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令和４年度 第１回総合教育会議 

                      日時：令和４年６月１０日（金） 

                      於 ：西宮市役所本庁舎８階 

                         特別会議室 

開会 午後１時３０分 

○事務局  それでは、総合教育会議を始めさせていただきます。 

 まず初めに、市長から御挨拶を申し上げます。 

○石井市長  改めまして、よろしくお願いいたします。２期目となりまして、最初

でございますので、またこれから私としては、４年間、それぞれまた教育委員会、教

育委員の皆様、教育長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 今日は、コロナ禍が今収まりを見せつつある中で、教育の現場の現状について確認

をするというのが大きな趣旨でございます。 

 その前に１点、先日テレビ報道において、本市公立学校のいじめ事案が取り上げら

れるというようなことがございました。こうして報道に取り上げられること自体、本

市並びに教育委員会に対する信頼、児童生徒、保護者に不安を抱かせるようなものと

も考えられる内容でありますので、市長の私としては、大変こうした報道がなされて

いること自体、もってして遺憾と言わざるを得ないというふうに考えております。 

 教育長、そして教育委員会には、教育委員の皆様とも話をしていただいて、そして

しっかり対応していただきたいというふうに依頼をしたところでもございます。今こ

こでは、今日、この点に関しての深掘りをするというようなことにはしておりません

が、現状において教育長のほうから受け止め、そして認識、一言、まず冒頭にいただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。 

○重松教育長  では私から、このいじめにつきましては、関係者、それから市民の

皆さんに御心配をおかけしており、非常に心苦しいところです。ただ、教育委員の

方々には、本事案についてはきちんと報告をしているところですけども、先日、教育
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委員会の懇談会で、改めて本事案の詳細と、それから報道の事実関係について報告し、

教育委員の皆さんから意見を頂戴したところです。 

 また、保護者と、その代理人に対しては、最終報告書を説明し終えたところであり、

被害児童については現在中学校に進学し、登校していることを確認しております。 

 今後につきましては、教育委員会として、引き続きよりよい解決に向けた組織的な

対応に取り組んでまいりたいと考えております。 

 私からは以上になります。 

○石井市長  現状に関しては承知をいたしたところでございます。とにかく信頼あ

ってこその行政でございますので、よろしくお願いしたいと思います。今日のメイン

の議題ではないというところでございますが、今のようなところで、今後引き続いて

やっていただくということで、今のところよろしいということであれば、今日は進め

たいと思います。必要であれば、また場合によっては、この総合教育会議を活用する

ということも含めて、市としてしっかり対応してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議題に入らせていただきます。 

 本日の議題は、大きく一つ、「長期化するコロナ禍における学校教育の現状につい

て」であります。 

まずは、小項目の１つ目、「教育活動について」、教育委員会より説明をお願い

したいと思います。 

○事務局  それでは、教育活動について、御報告をさせていただきます。 

 まず、学校教育の活動全般についてでございます。 

 教育活動の中で、児童・生徒が長時間、近距離で対面形式となるグループワーク、

また近距離で一斉に大きな声を出すという活動については、緊急事態宣言、まん延防

止等重点措置の期間につきましては行わないようにしたい。また可能なものは避け、

一定の距離を保つなど、制限を設けながら実施をいたしました。宣言の解除後は、こ
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れらの活動を、感染症対策を行った上で実施するということで進めております。 

 また、特に感染リスクが高い活動につきまして、具体的には理科の実験、それから

観察、音楽の合唱・管楽器の演奏、それから図画工作、美術の共同作業等、それから

家庭、技術・家庭の調理実習、体育、保健体育の密集する運動・組み合ったり接触し

たりする運動について、これも緊急事態宣言、まん延防止の期間中は行わないように

したり、可能なものは避けながら、制限を設けながら実施をしておりました。これに

つきましても、解除後については、可能な限り感染症対策を行った上で実施を進めて

おります。 

 次に、教育活動の行事的なところですけれども、令和３年度から４年度にかけての

少し変化を見ていただきたいと思います。 

 小学校・中学校連合体育大会、それから小学校陸上競技大会等の市内合同行事は中

止としておりました。また、学校水泳も中止をしておりました。家庭訪問は中止や希

望制。授業参観・懇談会は中止であるとか、規模の縮小。部活動については感染状況

に応じて活動を進めておりました。 

 令和４年度につきましては、小学校連合体育大会、中学校の連合体育大会も実施の

予定でございます。小学校の陸上競技大会は先週の末、感染症対策を講じて、規模を

縮小して実施をいたしました。また、学校水泳については一定の距離を保つなど、感

染症対策を講じながら実施の方向で進めております。家庭訪問については希望制にす

るなど、工夫をして実施をしております。授業参観・懇談会につきましても、工夫し

ながら実施をしております。部活動については感染状況に応じながらですが、現在通

常の活動ができております。 

 続いて、自然学校についてでございます。 

 令和３年度、小学校の自然学校についてですけれども、基本的に４泊５日、５日間

の活動を行うというのが基本になっております。ですが、令和３年度は１泊２日の宿

泊、それから３日間の日帰りの活動を実施いたしました。緊急事態宣言等の発令によ
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り、４１校中２０校は延期を余儀なくされましたけれども、日程を変更しながら、全

校がこのような宿泊の場所で活動をしております。３回の日帰りの活動については、

なかなか内容を企画するのに苦労したという声もありました。また、施設につきまし

ては、これは山東自然の家の感染症対策のガイドラインのものですけれども、本当に

様々な感染症対策も施していただいて、実施ができております。 

 令和４年度、今年度につきましては、感染の状況を見据えながら、２泊３日の宿泊

と２日間の日帰りでの活動を、５月の１８日から開始をしております。宿泊場所、日

帰りの活動の場所についてはご覧ください。日帰りの活動が充実するように、令和３

年度の事例のよいものを学校に周知するというような取組も行いました。 

 少し、本年度の実施の学校の様子を写真で見ていただきます。左側、カレーを作る

というような活動、アマゴつかみ、それから畑での種まき、キャンプファイヤーとい

うような活動をしております。 

 続いて、中学生のトライやる・ウィークでございます。 

 県の教育委員会は、令和３年度、コロナ禍において、連続でなくてもよい５日間の

実施といたしました。本市では、その前の年度、令和２年度中に実施したアンケート

から、感染症により受入れができない事業所が全体の約２１％に上ることが分かった

ため、全中学校で事業所を訪問しての実施は行わない５日間の活動をすることとしま

した。各校では、オンラインで学校と事業所をつないだ取組、これまでお世話になっ

た事業所へのギフトの作成であるとか、あと地域の事業所のポスターを作成、配布し

たり、地域の方と校区を歩いて防災のマップづくりなど、地域とつながる活動を実施

したりしております。 

 今年度、令和４年度ですけれども、県の教育委員会は、事業所等での連続した５日

間の実施をするという方向性を出しております。本市では、令和３年度中に実施した

アンケートによって、学校に協力できると回答した事業所が８０％以上に上ることが

分かりました。しかし反対に、感染のリスクを避けなければならない事業所からは、
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受入れが難しいというような回答もございました。 

 そのため、令和４年度は、事業所の確保状況などから、５日間事業所での実施を行

う学校と、５日間のうち、事業所での活動と学校を中心とした地域とつながる活動を

組み合わせて実施する学校と、大きく２つの実施方法となっております。 

 写真のほうは、今年度のトライやる・ウィークの様子でございます。 

 続いて、修学旅行でございます。 

 令和３年度、全校が実施をいたしましたけれども、感染状況により、小学校・義務

教育学校の前期課程３１校、中学校・義務教育学校の後期課程１８校が延期をしての

実施となりました。小学校・義務前期は、全校１泊２日。中学校・義務後期は、０泊

が１１校、１泊が８校、２泊が１校。支援学校は０泊。高校は３泊で実施をいたしま

した。中学校では、０泊や１泊が多くなっております。令和３年度は、４月から緊急

事態であるとかまん延防止の発令が９月頃まで続きました。多くの学校が５月頃の実

施を、８月下旬にまず延期をしたのですけれども、８月下旬も実施ができなくなり、

実施が可能となったのは、解除後、１０月になってからでございました。しかし、中

学３年生は１２月になりますと、進路の選択の時期というふうになってきますので、

実施可能な時期が１０月から１１月の二月ほどに限られたというような事情がござい

まして、やはり宿泊施設の確保ができないであるとか、教育課程上、宿泊ができない

等の理由で、０泊、１泊が中学校では多くなっております。 

 令和４年度につきましては、全校が泊を伴う形で、このような行き先への修学旅行

の実施を進めております。 

 今年の修学旅行からの一コマでございます。様々な活動をしております。 

 続いて、マスクについてでございます。 

 学校の教育活動に関連するマスクの現在の取扱いについて、お伝えをいたします。 

 衛生管理マニュアルではこのように示されているんですけれども、特に３番、体育

の授業においては、マスクの着用は必要ありません。ただし、十分な身体的距離が取
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れない状況で、十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症になるリスクがない場合に

は、マスクを着用しましょうという表現で示されておりました。 

 先月の下旬に、基本的対処方針の変更がございまして、特にこの体育時のマスクの

着用について、太字のあたりですけれども、十分な身体的距離が確保できる場合や体

育の授業ではマスクの着用は必要ないこと、気温・湿度や暑さ指数が高い夏場におい

ては熱中症対策を優先し、マスクを外すこと等を指導するという表現になっておりま

す。内容的に趣旨は変わっておりませんけれども、体育の授業では、特に熱中症予防

のため、教員が子供にマスクが必要ないことを指導するという、具体的な行動を指示

している内容となっております。 

 以上、教育活動についての説明を終わらせていただきます。 

○石井市長  ありがとうございます。 

 それでは、ちょっと関連しますので、次の２の「保健衛生」も続いて、教育委員会

からお話ししてから、それで回していくようにいたしましょう。 

 お願いします。 

○事務局  保健衛生につきまして、御説明させていただきます。 

 まず、感染状況につきましては、オミクロン株が猛威を振るった第６波から大分落

ち着いてまいりました。学校園の閉鎖状況につきましては、西宮市のホームページで

もお知らせしているところですが、４月の学級閉鎖平均は、１日当たり１０．２クラ

ス、５月に入り、８．７クラスと減少を続けています。 

 また、行動制限のなかったゴールデンウィークの後、感染者が増えると心配されて

おりましたが、６月に入り、昨日までの学級閉鎖平均は、１日当たり４．８クラスと

なり、減少傾向は続いております。 

 学校園における感染予防対策について、御説明いたします。 

 今後も、学校に持ち込まない、学校園に広げないを基本に、感染予防対策に十分に

配慮し、教育活動を行ってまいります。 
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 まず、①感染源を絶つ取組としまして、感染を拡大させないため、出席停止とする

場合の欠席を、以下示しております。 

 本人はもとより同居の家族に発熱等の風邪症状がある場合の欠席。ただし、同居家

族に発熱などの風邪症状がある場合でも、かかりつけ医等により、感染の恐れがなく

登校許可と診断される場合は、登校は可能です。また、児童生徒が濃厚接触者と特定

された方と同居している場合など、以前であれば対象者がＰＣＲ検査などの行政検査

を行い、検査結果が出るまで欠席をお願いしておりましたが、３月４日より児童生徒、

対象者が無症状であれば登校可とさせていただいております。 

 感染不安による欠席、こちらは基礎疾患があったり、高齢者と同居するなどの合理

的な理由があると、校園長が判断する場合となります。 

 児童生徒のワクチン接種に係るやむを得ない欠席及び副反応による欠席。なお、ワ

クチンにつきましては、任意接種となります。 

 ②感染経路を絶つ取組としまして、マスクの着用及び手洗いの徹底は継続しており

ますが、特に先ほどもございましたが、マスクの着用については熱中症対策をまずは

優先し、マスクを外すことを推奨しております。 

 ５月２７日に、この内容につきましては学校園と保護者あてに文書を発送しており

ます。特に、体育・部活においては、外して活動することを今後徹底してまいります。

まずは児童生徒の命を大事に考えてということで指導してまいります。 

 ③抵抗力を高める取組としまして、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食

事、規則正しい生活に気をつけていただくようお願いしております。 

 続きまして、学級閉鎖についての御説明でございます。 

 本市では、第６波当初、感染力の高いオミクロン株について、罹患後の重症化率等

明確になっておらず、感染者１人目から大事を取って臨時休業とし、３日程度学級を

閉じておりました。しかし、２月９日より変更し、ご覧のように同一学級において、

以下のいずれかに該当する場合、原則５日、学級閉鎖とすることとしました。 



 

－8－ 

 こうした変更後、学級閉鎖の数は、ピーク時平均の１５％程度まで下がりました。

学校園における感染拡大も抑えられていることから、新しい株が発見され、国の対処

方針が見直されることとなるまでは、この対応を続けてまいります。 

 続きまして、自宅待機期間（出席停止）についての御説明をいたします。 

 陽性者につきましては１０日間としております。ただし、無症状で陽性となり症状

が出ない場合は７日間となります。 

 濃厚接触者につきましては７日間としております。濃厚接触者の定義につきまして

は、感染可能期間内に１メートルの距離でマスクなしで１５分以上の接触となってお

り、この規定につきましては以前と変わりはございません。 

 ただし、３月１７日より、無症状の場合につきましては、４日目、５日目の抗原検

査等により、陰性であれば５日目より登校可としております。学校園の職員も同様の

扱いをしております。 

 濃厚接触者の判断については、教育委員会内に保健所の業務を一部併任し、新型コ

ロナウイルス感染症対策室分室を開設し、調査を行っております。 

 これにより、学校園での感染に対する調査等で、保健所業務を逼迫させることなく、

迅速な対応が可能となりました。保健所が設置されている本市ならではの強い連携に

より、実現できております。 

 以上でございます。 

○石井市長  はい、ありがとうございました。 

 それでは、これから順次、教育委員の皆様から、現況の確認や、後は御質問、御意

見などしていただければと思います。その前提で、私としてはかけがえのない子供た

ちの１日１日がこうして正常といいますか、体験というようなものが戻ってきたとい

うようなことは喜ばしいと思っておるというのがまずございますが、そういう中でま

ず、山本委員から順に確認、質問、意見など、どうぞよろしくお願いします。 

○山本教育委員  最初に、教育活動の話のほうから、お話を聞いておりまして感じ



 

－9－ 

たことを言わせていただきます。 

 先日、ある市内の小学校に行ってまいりました。そうしましたらちょうど来週から

水泳が始まるんだということで、ただ、それはできる限りということで、例年実施し

ていたときの半分になっています。前は２時間連続で６回ぐらいあって、それが今回

は２時間つながりで、３回ぐらいになるということです。大規模な学校なんですけれ

ども、水泳をするということで、どこまで可能かということを考え、そういうふうに

作られたということです。本市の場合は、昨年からでもできることはするというスタ

ンスでずっと取り組んできていて、それが今年度も続いています。できることをして

いこうというスタンス、それは一貫していていいなというふうに感じています。 

 そのことと関係して、一つずっと考えていることは、こういう形でだんだんと元に

戻ってくるということに対して、それはとてもいいことなんですけども、全てを元に

戻すというふうに考えないで、吟味して戻すということはすごく大切なことだと思い

ます。コロナがこういう状況になり、先生方も細かな仕事がかなり増えてきています。

そっくり全部元に戻してしまうと、コロナ前以上の忙しさが出てくるということで、

どこかで増えた分を減らすという発想もすごく大切だと思っています。例えば今回の

コロナの経験で、これは以前していたけれどもなくてもできるものはないのかとか、

取組の過程を少しシンプルにできないかとか、それから形を変えてできないかとか、

そういうものを学校も行政も一つでも二つでも検討してみる必要があるという気はし

ています。例えば研修とか会議というのは、Ｔｅａｍｓとかがこれだけ使われること

になった訳ですから、実際に集まるのは、半分ぐらいにしてみるとか、そういうふう

な検討もぜひともしたらどうかなというふうに感じました。 

 以上です。コロナのことはまた後で言います。 

○石井市長  一巡してしまいじゃないですから、いいかと思います。 

○山本教育委員  はい。それでは、そうさせてもらいます。 

○石井市長  今のは御意見でということですよね。 
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○山本教育委員  はい。 

○石井市長  そうです。後ほどね、ＩＣＴの文脈で出てまいりますけど、出席連絡

なんかもこの機会にＩＣＴ導入したっていうのもそういう文脈でしょうし、一つそう

いう意味では、今おっしゃったのは校長会とか研修とかで、わざわざ集まることをし

ないでもいいんじゃないかとか、そういうこともですか。今、先生の働き方の問題な

のか、子供たちの文脈なのか。 

○山本教育委員  いえ、先生の分です。 

○石井市長  先生の分ですか。そこはどうですか。そういう意味で、確かにオンラ

インでできるように学校同士の先生の、それは山本さんのおっしゃるとおりかなと思

いますが。 

○事務局  今、委員おっしゃられたように、コロナの前に全て戻すというようなこ

とではない形で、様々学校も工夫しておりますし、行政もコロナのこれは前からなん

ですけれども、全市的な行事の取組方ということで、内容の見直しですとか取組過程

の見直しというようなことを、今、教育委員会のほうで検討を進めております。それ

から会議についても、できるだけオンラインが活用できるような内容のものはオンラ

インに切り替えたり、会議の回数を３回から２回にというようなことで削減したり、

そのようなことは今進めております。 

○石井市長  より大胆に合理的にいってもらえればと思います。 

 長岡さん、お願いします。 

○長岡教育委員  はい。西宮市はもうやれることはやるということで、常に実施し

ていただいているので、とてもいいことだなと思っていて、体育の授業、それからス

ポーツ運動について、ちょっとコメントしたいんですが、学校水泳を今年度は実施す

るということで、水泳をやっているときはいいんですけれども、ここちょっとお伺い

したいですが、更衣室をどのように利用しているのかなというところが１点聞きたい

ので、後から教えていただきたいことがあります。 
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 それから、マスクと熱中症のことをセットでいつもお話をしていただくんですけれ

ども、確かに熱中症のリスクを下げる一つの方法は、マスクを外すということ、とて

も有効だと思うんですけれども、根本的にこのコロナで体力が低下しているので、マ

スクを外したからといって熱中症にもならないというわけではないというふうに思う

んですね。熱中症になりやすい人っていうのは、まず体力がない人がなりやすい傾向

にあります。なので、スーパーアスリートはほとんど熱中症にはなりません。なりに

くいです。それから、肥満傾向にある人も熱中症にかかります。皮下脂肪があって、

熱を外に出しにくいのと、やっぱり重い体を動かすために熱を発散させてしまうので、

肥満傾向にある人も熱中症になりやすいんですが、コロナ禍で子供の体力が落ちてい

るということと、それから肥満傾向の子供が増えているという、二つとも当てはまっ

ているんですね。なので、熱中症になるリスクがそもそも上がってきている。だから

マスクを外すだけではもう解決しないというようなことがありますし、それから低年

齢の子供たちは特に汗腺が未成熟ですので、熱中症になりやすい。このあたりはもう

保育や行政の先生方はよく御存じだと思うんですけれども、そういったリスクもある

ということなので、マスクを外すことももちろん大事で、それをやりつつ、やっぱり

根本的なところから体力をきちっと戻していく。それから生活習慣を立て直すってい

うところから見直していかなくてはいけないんではないかなというふうに思いました。 

 以上です。 

○石井市長  はい、ではこれについては更衣室の現状、指導をどうしているかとい

うところと、あともう一つ、マスクと熱中症の相関関係ももちろんそうなんだけれど

も、そうではなくて、そもそも体育の授業の前後にちゃんと水飲んどるかとかいうよ

うな、そんな指導がどれだけ行き届いているのかというふうに私は理解したんですが、

そのあたりについて教育委員会のほうから現状をお願いします。 

○事務局  更衣についてですけれども、できるだけ密にならないように、少し人数

を制限して更衣をするでありますとか、当然換気をする。着替えているときはマスク
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を着用するというようなことを基本的なルールとして、学校と確認をしております。 

 それから、体力低下というところですけれども、本当に大事な視点でございまして、

体力向上について、昨年度も学校現場の先生方と相談をして、普段の体力を向上させ

ていくような体育のプログラムを考えていくというような取組もしております。水分

の補給については、家庭での水分補給ということも大切な視点でございますので、そ

のようなことも家庭に協力を得るなど、進めていきたいと考えております。 

○石井市長  いいですか。はい、どうぞ。 

○事務局  本日も校園長に向けて、この熱中症対策ということでお話をちょっとさ

せていただくところなんですけども、今、話がありましたように、熱中症予防に関し

ましては、学校で３０分に１回の２００ミリリットル程度の水分を補給するというこ

とも大事になってこようかと思いますので、その時間的なこともアドバイスとして入

れますとともに、基本的に御家庭において、十分な睡眠ができているかとか、前日か

らの水分補給がしっかりできているかとか、当日やっぱり体調が悪い状況で体育に臨

んだりしないようにということで、御家庭にも十分に指導していただく連携を取って

いこうということで、校園長にも御理解いただいた上で指導していただこうというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○石井市長  はい、いいですか。長岡さん、どうぞ。 

○長岡教育委員  いいです。 

○石井市長  いいですか。 

 では、側垣さん、お願いいたします。 

○側垣教育委員  私のほうからは、本当にこのコロナ感染拡大の中で、学校、ある

いは教育関係の皆様方、非常に多くの努力をされて、このような形で徐々に下火にな

ってきているようで、本当に努力に感謝いたします。 

 私も日々、毎日感染者数と学校園の閉鎖状況を確認しながら、減ってきたなという
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ふうにちょっと安心をしています。私自身の仕事が直接子供たちに関わる、小さな子

供から成年まで関わる仕事をしておりますので、その努力の中身は十分に承知をして

おりますので、そういう意味で感謝したいなというふうに思っています。 

 細かいところでのそのことについては御報告を伺ってまいりたいなとしております

し、努力に感謝しているんですが、ただ少し、後々のＩＣＴ関連のことにも関わって

くると思うんですけども、教育委員会会議の学校の月別の報告を伺っていても、ＳＮ

Ｓ関連のことに関するいじめであったり、トラブルであったり、そういうふうなこと

の報告があります。やはりこのコロナはマスクに限らず、ソーシャルディスタンス、

それから接触をできるだけ最小限にするというふうな人間関係の全体的な流れの中で、

かなりそういう部分が阻害されているというか、制約されている中で、意思の疎通が

不足で、そういうトラブルが起こるような、そういう状況、それはもちろん子供だけ

の世界ではありませんけれども、特に成長過程にある子供たちの中で、そういうこと

が増えてきている傾向にあるということについてはすごく危惧をしています。私たち

も日々保育園で小さな子供たちとコミュニケーション、マスクをしながらの制約とい

うのは非常にジレンマを感じながら活動をしているんですけど、その中でどうすれば

よりコミュニケーション、感情がうまく伝わるような行動ができるのかということ、

教育活動の中でもやはりそのマスクを外す、外さないとか、プログラムということだ

けではなしに、教育環境、あるいはグループの活動の中で、先生方と子供たちがどう

いうふうにやり取りをしていくのかということに対する工夫を、こういう時期である

からこそ、特別な工夫を努力して、今後も続けていただきたいなというふうに考えて

おります。 

 私のほうからは以上です。 

○石井市長  今の話はとっても大事な話なんですけど、何か文科省の通達とか運用

とかそういう話じゃなくて、大きな話なので、次長、今のこういうところで何か。い

や、本当にね、今どこかの新聞にも書いてましたですけども、マスクを外すのが子供
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は、マスクを外さずに学校行ったことないから嫌だとかいうようなそんなのがあって、

そういう意味ではそのコミュニケーションの仕方がＳＮＳに偏るというようなことで、

表現というのが先行されるという、これはある意味結構大きな社会問題、民族問題の

ようなところですけども、そのことについて大きな教育的観点から、運用とかの話も

含めて、ちょっと認識を教えてもらえればなと思うんですけど、いかがでしょう。 

○漁教育次長  本当にコミュニケーションというのは非常に大事な部分です。特に

子供にとっては対人関係というのは子供の時期からこそ育つものというのがあると思

います。特に小学校の低学年、幼稚園、そのあたりの子供たちについては、やはりお

互いの言葉でやり取りをすることの重要性、自分が思っていることを相手に伝える。

相手が言っていることを感じ取ると。そのあたりは非常に大事な能力の獲得時期だと

いうふうに思っています。ただ、今現時点で、日本の状況でいいますと、マスクをつ

けることがマナーとなってしまっている状況の中で、これをいかに子供たち、保護者

にも納得していただきながら、マスクを必要な場面で外していくということに取り組

んでいかないといけないというふうに思っています。 

 今日、文科省のほうから、また新たな通知が出るということなんですけれども、ま

だ届いてないんですけれども、恐らくもう少し積極的にマスクを外すようにというよ

うな内容で来るのではないかなというふうに考えております。 

 今日、小学校へ少しお邪魔をさせていただいたんですけれども、休み時間なんかは

本当にキャーキャーキャーキャーと、子供たちの本当の声で遊んでいる姿を見ました。

ですけれどもやはりマスクをしている子供がやはり目立つのかなというふうに思って

います。そして体育の授業も少し見させていただいたんですけれども、やはり体育の

授業も激しい運動ではない、ウォーミングアップ程度の状況で、やはりマスクを着用

している状況がございます。ですので、そのあたりもう少し教師側のほうが積極的に

マスクを外しましょうということを伝えながら進めていかないといけないのかなとい

うふうに思っています。そしてやっぱり保護者の皆様にもしっかりと理解をしていた
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だくというようなところが大事になってくるのかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○石井市長  最後に言おうかなと思ったんですけど、これもまた他市の状況ですけ

ども、給食の喫食をする際に、週に１回は対面で食べるようにしているというのが姫

路かどこかであったと。これはもちろん最終的な執行に関しては、教育委員会なりの

判断にお任せはするところではありますが、例えば給食というのはわいわい楽しい時

間であったものが、今の小学校３年生までは前向いて黙食をするというのが一つのマ

ナーと文化になってしまっていると。一方で、そのわいわいの相手が特定のことが重

なっていれば、そのあたりの因果関係は分かるわけですし、そういう意味では、それ

が先ほどの工夫ということで、もう一段リアルにコミュニケーションというような意

味でもできるんであれば、そこは実際、全国に先駆けてというわけではないわけです

から、そうしたことの工夫も合わせてしてもらえるかなと。ただもちろんそれはリス

クとの問題ですからね。私はこの立場ではありますけれども、私はそれはあってもい

いのかなと思うところですが、最後の執行はお任せしますけども、コミュニケーショ

ンというようなことの大切さを含めて考えてもらえたらなと思います。 

 ちょっと側垣さんのお話から広がりましたけど、そんな文脈でいいですか。 

 では藤原さん、お願いします。 

○藤原教育委員  藤原です。ちょっとお尋ねしたいんですけれども、体育、登下校、

部活動などでマスクを外すことを推奨ということなんですが、これ実施状況ってどん

な感じなんでしょうか。といいますのは、私もその登校班の見送りとかを担当するん

ですけれども、ほぼほぼみんなマスクをつけて学校に行っております。こちらはうち

の校区でうちの学校なんですけれども、子供に聞いても、体育の授業もつけていたり

つけていなかったりっていうことだっていうふうに言っていましたので、全市的には

どんな状況なのかというのをお伺いしたいと思います。 

○石井市長  現状認識、教育委員会、お願いします。 
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○事務局  現状としましては、やはりまだまだ浸透しておりませんで、マスクの着

用が多い状況にあろうかと思います。特に登校時は集団登校等でございましたら、や

はりマスクを着用してっていうような形で登校する子が多いというふうに聞いており

ます。逆に下校時は、職員のほうから外して帰っていいよということで、集団で帰る

わけではないので、まだ外して帰る子も多いというふうに聞いております。体育につ

いても、先ほど次長からも御報告がありましたけれども、まだまだ浸透するところま

ではいっておりませんで、学校からもやはり相談があります。そういった場合に、や

はり声のかけ方を変えていこうという取組が今からなされるところでございます。ま

ずは外そうというところから、外していいよということではなくて、外そうというこ

とで、体育のときは外そう、そのような形の声かけに変えていくことで、徹底できる

ような形でできたらというところで、今動いているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○石井市長  どうぞ。 

○藤原教育委員  はい、ありがとうございます。大体、私の認識というか、うちの

小学校と同じような感じなのかなというふうに認識しました。 

 マスクを外すかどうかという議論なんですけれども、私は今の我々大人の議論の仕

方っていうのは、どうやって子供たちにマスクを外してもらうかっていう、どうやっ

て外してくれるんだろう、という問いの立て方をしなくちゃいけないのかなというふ

うに思っております。今日、何か文科省から通知が出るっていうふうに報道がありま

したけれども、そこにもマスクを外すのを徹底するっていう書き方をされているとい

うふうに報道されておりましたが、徹底するといっても、どうやって実行するのかと

いう、この議論というのが必要になってくるんだと思います。といいますのは、恐ら

く子供たちに外していいよ、つけておく必要はないよという言い方をしても、つけ続

けています。その理由は二つぐらいあると思います。 

 一つは、マスクをつけることがもう彼らにとっては文化になってしまっているわけ
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です。子供たち、若い高校生ぐらいの子は顔パンツって言い方をしているらしいです

けれども、もう２年半マスクしているわけです。だから例えば小学生とかだったら、

人生の４分の１ぐらいがマスクだったわけですね。中学生、高校生となると、新しい

コミュニティに入って、新しい友達ができました。もうマスクの顔しか知らないわけ

です。ということは、もうそれを外すのに非常に抵抗があるというのは容易に想像が

できることなんです。私たち大人はそれ以前も知っていますけれども、子供たちはそ

れ以前を知らないわけです。我々が戦前の時代がどんなんだったか想像できないのと

一緒なわけです。体の一部を隠すというのは世界中にいろんな文化があります。これ

もね、顔の半分を隠すのも、我が国の新しい文化なんだというふうに開き直るんだっ

たら別です。でもこう開き直れる大人は一人もいないと思うんです。そうであれば、

子供たちに、いや、この文化の方向はおかしいよというふうに教えてあげなくちゃい

けないのが私たち大人の責務だと思います。イスラム圏における女性の髪の毛と違う

わけですから、顔の下半分というのは。それがまず一つ、文化になってしまっている

ということが一つ。 

 もう一つは、子供に外す判断をさせるというのがそもそも不可能だと思います。文

科省とか厚労省が出しているガイドライン的なものがありますけれども、屋外におい

ては例えば２メートル離れて会話をしないとかいうふうなことがありますけれども、

子供がそんな細かい判断できるはずがないんです。はっきり言ってね。ほんなら、も

う何かとりあえずつけとけ言われたからつけとこうかというふうになって、つけたま

ま熱中症になってしまうというふうな事例が起こってくるんだろうなというふうに想

像する次第です。ならばどうすべきかということなんですけれども、これは私の考え 

なんですけれども、まず原則は外すということでいいんじゃないですかね、もう。登

下校は外すということなんですから、まずマスク外して学校においでよと。どこか必

要な場面だけつけると。今、漁教育次長が必要な場面では外すという言い方をされま

したけれども、私は逆でいいと思うんです。学校にはもうマスク外して来て、必要な
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場面、例えば授業中だけつけると。もう何かそっちでいいんじゃないのかなというふ

うに思います。そうすれば子供たちもいつ外していいのか、いつつけるべきなのかと

いうのが判断しやすくなるということになります。 

 もう一つは、やはりこれを私たち大人が受け入れるべきなんだろうなと思います。

大人、特に保護者がこれどうすれば理解が得られるのかというのは本当に難しい問題

なんですけれども、やはり文句をつける人が出てくるというのが、恐らく学校現場、

教育委員会もそうだと思います。一番嫌な恐れているところだと思いますので、文句

をつける人が出てくる可能性が低い。出てきたとしても、もう支持者のほうが多いと

いう状況ができれば実施できるのかなというふうに考えます。確かにリスクの問題と

いうのはあります。リスクの問題はありますけれども、子供が重症化しないというの

はコロナにおいて一貫して言われていることであります。ですからリスクというのは

極めて低い。でもゼロではないじゃないかという言い方されるかもしれませんが、そ

こは確率論の問題で、私たちはリスクが低ければ実施するということを学ぶために、

それこそ小学校、中学校、高校で確率というものを学んだわけですから、そこはもう

実施するというのは一つの在り方なのかなというふうには思っております。としゃべ

っているうちにもマスクをしていると、どんどん私も頭がぼんやりしていきます。暑

くて。子供はもっとそうなんだろうなというふうに思います。 

 以上になります。 

○石井市長  ここはですね、次、今文科省からの新たな指針が出るのはいつと言っ

ていましたっけ。 

○事務局  本日です。 

○石井市長 今日。 

○事務局  はい。 

○石井市長  そういう中で、藤原さんがおっしゃるのは、そうだなと思うところも

ありますので、一方で、西宮市独自で何か判断というようなことは、一方でその科学
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的知見に基づいて、お国の専門家会議の皆様方が認識の見方を出しているところでも

ありますので、今回その指針などを見ながら、一方でその子供たちに対しては、そう

した一つ一つの判断をさせるというようなことが難しいというのはそうだと思います

ので、今の大変重要な御意見を胸に受け止めてやっていっていただきたいと思います。 

 何か意見、いいですか。教育委員会のほうからは。 

 あとちょっとせっかくですから、北田副市長。 

○北田副市長  はい、北田でございます。 

 第６波がようやく落ち着きかけている状況ということなんですけど、私のほうから

はこれまで全体を振り返っての感想と、今後、教育委員会にお願いをしたいことをち

ょっと述べさせていただきたいと思います。 

 まず、今回の第６波というのは、非常に以前の第５波と比べると爆発的な感染拡大

でしたので、非常に現場の方の混乱というのはものすごかったんだろうなというのは

想像するところで、本当に手探りで大変に現場を運営された学校園の方々には感謝を

申し上げたいと思うところであります。 

 一方で、その手探りというところは、どうしても行政の現場でいくと、安全側に振

ってしまうというところがあって、それがかつては保育所でもそうでしたけれども、

念のためＰＣＲ検査をしましょうかとか、１人でも感染者が出たら、もう全部閉じて

しまいましょうかとか、思い切り安全側に振ってしまうというふうなところがこれま

でのやり方だったんじゃないかなと思うんですけど、ようやく少しずつ知見が蓄積さ

れて、そこまでしなくても大丈夫ですよと。例えばそれは学校園の現場だけじゃなく

て、飲食店の時短の話にしてもそうだと思うんですよね。そこまでやらなくても感染

拡大が一気に爆発的にいくことにはならない。そこまで、多分これはピークごとの株

の特性にもよるんだと思うんですけど、そういうことがようやく分かってきたので、

今の状況でおさめているというふうに私は認識していますので、ある意味、過去そう

いうふうにぶれたり、それから安全側に振り過ぎたりしたのも一定やむを得なかった
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かなという感覚を私は持っています。という意味でいうと、今の皆さんが御議論され

ているマスク着用の話も、これは学校現場だけじゃなくて、飛行機乗るときに、マス

クしてなかったら搭乗を拒否された、それが訴訟問題になると。いわゆる社会問題ま

でいっているわけですけれども、これまでは一定そのマスク着用することに対する科

学的エビデンスがあったんじゃなかろうかと思うんですけど、それがだんだんそこま

でしなくてもということになってきたので、ポイントは一つやっぱりどこまでそうい

うことをしっかり科学的根拠に基づいて説明できるか。そして安心してもらえるかと

いうことだと思いますので、もちろん現場の方ではできるだけシンプルに指示を出し

ていただく。要は、例えば先ほどからのお話ですと、原則しなくていいよということ

をいう意味でもシンプルな指示が大事かと思うんですけれども、一方ではそれを裏づ

ける科学的な説明であったり、安心できる材料であったりというのを提供していただ

く。こういうことが非常に大事なのかなと思っています。 

 これは私、かねてからお話お願いしてきたところなんですけれども、いろんな事項

において、特に保護者の方に情報提供させていただくタイミングと、その中身、分か

りやすさ、いわゆる安心していただく材料を提供するという意味においてのタイミン

グと分かりやすさ、これは非常に大事な話だと思いますので、これについてはこのマ

スクの話に限らず、今後とも保健所等と連携しながら、取り組んでいただきたいなと

思っています。特に今回、先ほど学校保健安全衛生の件で、学級閉鎖の条件が変わり

ましたという御説明がありまして、あのときもかなりいろいろ議論になったのを記憶

しております。ともすれば、もう爆発的な感染者が出たからお手上げ状態でやってい

るんじゃないかみたいな誤解を言う方もいらっしゃったんですけれども、そうじゃな

くて、我々はもともと心配していた学校現場がクラスターになりやしないかというこ

とでの安全側で見た対応から、いや、そこまでしなくても大丈夫なんだよということ

で、こういう対応をしっかり保健所と連携して、一定の経験に基づいて、こういう方

針を出したわけですので、そういうタイミング、そういう分かりやすさで保護者の方
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にも情報を伝えていただく。これがやっぱり振り返ってみると、やっぱり大事な話じ

ゃなかったかなと思いますので、引き続きその点はよろしくお願いしたいと思います。 

 私の意見は以上です。 

○石井市長  はい。ではせっかくですから、田村副市長と政策局長と。 

○田村副市長  ちょっと個人的な感想になるんですけども、マスクの話なんですけ

ど、先ほどから元に戻すというお話もあったんですけれども、正直もうコロナの前に

は戻らないんだろうなと。これから先はウィズコロナの時代ということになってくる

と。コロナでいろいろ出てきたものというのも受け入れていかないとしょうがないか

なと。正直マスクもその一つなのかなとは思っています。デメリットが多いのもよく

承知はしているんですけれども、一定マスクを前提とした生活、そういったものを正

直受け入れていかないといけないのかなという思いは確かにあります。なかなか外せ

っていうのは難しいのかなという、そういう思いです。 

 熱中症についても、新聞報道とかを見ますと、運動不足で筋肉量が減って熱中症に

なりやすくなっているとかいうような報道もあって、事実かどうかはちょっと分から

ないです。ただ、今までの基準で熱中症を判断するというのは、またこれもまずい状

況になってきていて、今まで以上に熱中症って注意をしていかないといけない状況の

中で、これから何が正解かをちょっと模索をしていく時代で、教育委員会さん、なか

なか判断が難しいだろうなと思いますけど、よろしくお願いします。 

○清水政策局長  私も感想程度の話になるんですけど、非常にマスクの話は難しい

なって、以前から思っています。かなりいろいろ変わって、根拠をもって、マスクを

着用すること、距離を取ることによって、感染リスクは軽減するっていうことは間違

いないと思うんです。ただ、もともと株が変異していく中で、もともとはかなり重症

化リスクが高かったんですけど、このオミクロン株以降、重症化リスクっていうのは

下がって、季節性インフルエンザと変わらなくなってきているというのは事実だと思

います。その中で、多分諸外国の対応を見ていると、重症化リスクがそういう季節性
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インフルエンザと変わらないんであれば、そこの重症化リスクを許容するのか許容し

ないのか、そこら辺を判断基準にされているのかなというふうに感じますので、ここ

ら辺は難しい日本という文化の中でどう判断していくのか、なかなか難しいところで

すけれども、今後の検討課題かなというふうに認識しています。 

 以上です。 

○石井市長  大体一巡、御意見、感想なりを含めておっしゃっていただいたんです

けど、山本さん、さっきもう一回コロナについて、もう一度御質問や御意見等がおあ

りになるような。 

○山本教育委員  藤原委員が言われた観点と同じです。 

○石井市長  ではいいですか。 

○山本教育委員  はい、結構です。 

○石井市長  それでは、この一つ目の教育活動について、保健衛生について、何か

言い忘れたこととかある方、いらっしゃいますか。いいですか。 

 はい、藤原さん、どうぞ。 

○藤原教育委員  藤原です。先ほどの私の発言で、誤解があってはいけないんです

けれども、私はマスクの効用を否定するつもりは全くないんです。マスクっていうの

は確かに感染予防の効果があるというふうに思っておりまして、ただここまでやるべ

きかどうかっていう言い方を、北田副市長がおっしゃいましたけれども、ここまでや

るべきかっていうラインが変わってきているんじゃないのかという理解でおります。

そうしたときに登下校におけるマスク着用は必要ありませんというふうに出ているわ

けですから、登校においても着用は必要ないということを、これは市のほうから学校

に明示するべきではないかというふうに思った次第です。 

 あと、若干話がずれるんですけれども、本庁の１階ロビーも席数の制限をしており

ますけれども、あれは率直に言うと何の意味があるのかなと思いながら、いつもあそ

こを通っているんです。なぜなら北側かな、絵画が飾ってあるギャラリーのところが
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あります。あそこは別に席数制限していなくて、あちらのほうがむしろ皆さんが和気

あいあいでジュース飲みながらしゃべっておられている状況があるので、何かちょっ

と理解し難いところがあるというのが率直なところでございます。 

 以上です。 

○石井市長  ありがとうございます。 

 では藤井教育次長、教育委員会としてでもいいですし。 

○藤井教育次長  私のほうは、ソフト面というよりもハード面の所管のほうをして

おりまして、プールの再開に当たって、３年ほどプール全く使ってなかった状況です

ので、学校のほうでも調査のほうをしていただいて、かなりの不具合というのが出て

きております。またそれについては、６月中には解消して、プールの再開に支障がな

いように対応しておりますので、そのあたりは安心して使っていただきたいなと思い

ます。 

 それと、自然学校で使っていただいている山東自然の家のほうですけども、指定管

理者のほうに、新型コロナ対策の適正店認証制度というのが飲食店のほうでありまし

て、山東自然の家の指定管理者のほうにも認証を取っていただいておりますので、食

堂なんか利用されるときには、その対応をきっちりとしておりますので、安心して使

っていただけたらなと思います。 

 それと先ほどからお話に出ております、本日付の文科省からの通知なんですけれど

も、報道によると、熱中症を命に関わる重大な問題と強調して、体育と運動部活動、

それから登下校の三つの場面では特にリスクが高いとし、熱中症対策を優先し、児

童・生徒に対してマスクを外すよう指導すると明記されているということですので、

これをどういうふうに通知をして、保護者の理解を得るかというところが大事なのか

なと思いますので、その取組については徹底すべきなんだろうなと思います。 

 私も今、自宅から職場まで徒歩で通勤しているんですけども、私は今マスクの着用

についてということで出ましたので、マスク完全に外して通勤しているんですが、す
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れ違う中学生はほとんどの子供がマスクをした状態で通学しているんですね。やはり

そこがあんまり伝わってないのかなと思うので、場面場面でやはりつける外すという

ところをきっちりと伝えていかないといけないのかなというふうに感じております。 

 以上です。 

○石井市長  はい、ありがとうございます。 

 そういう意味では、このあたりそろそろ締めくくっていきたいと思いますが、最後

に教育長に一言いただいてから次にいきますけども。 

 私、冒頭に申しましたけど、やっぱり子供の時間っていうのはかけがえのない時間

です。我々からすると、２年間、我々にとってもかけがえがないけれども、しかし大

人になってそれなりに成熟している２年間と、この発達期の２年間っていうのは、も

う価値が格段に違いますので、そういう中でコロナの対策とはいえ、子供たちの貴重

な経験、貴重な成長の機会を十分提供できなかったというような、そういうような自

戒の思いがございます。そして、まるで昭和２０年８月１５日の大転換のように、昨

日までは黒と言っていたのに、今日は白みたいな感じになるわけですから、そこはも

ちろん指示はせないかんとは思うんですけれども、その理由がどういうことかと。対

応し切れない本当に恐ろしく怖いもので、大人たちも不確実的なものに対して、君た

ちにこうしたことを強いてきたと。一方で、現実問題、私たち自身も分からないこと

があったというようなことをしっかりと伝える中で、それが命令して外させるという

よりかは、大人も分からないことがあったんだなというような中で、正常化をしてい

くというようなふうにしていかねばいけないなと思いますので、そうした大人たちの

失敗を子供たちに強いた。そのことを全ての大人を代表してごめんねというふうに言

うしかないかなと思いますもので、そんなような気持ちであります。大きな意味では、

コロナ禍を乗り越えて、学びが正常化していることはとても喜ばしいことと思います

ので、学校現場には御負担をおかけいたしますが、そうした意味での貴重な経験、貴

重な体験というのを積み重ねさせるように大きく打っていただきたいと思っておりま
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す。 

 教育長、このあたりの点、よろしくお願いします。 

○重松教育長  私のほうから。先ほど言われたように、基本的にはいろんな学校の

行事を、西宮市の場合は市長さんの理解をいただいて止めずにいけていますので、だ

からその意味ではいろんなことの経験や体験は十分できていると思いますけど、ただ

このコロナの２年間の間に、実際にやっている中身について、もう一度やっぱり検討

し直さないかんのかなと思っています。ただやっているだけじゃなくて、そのやった

ことによってどんなことになるのかなということも一つ考えなきゃいけないかなと思

います。 

 それと、マスクについては、もうはっきりと、登下校、それから体育では外しても

いいと言っていますので、もうそれはこういうふうな状況になって、今国のほうもこ

のようになっているというのを、理由をちゃんと書いて、保護者、それから子供たち

にもちゃんと説明をして、もうマスクは要らないと。もう西宮市として、はっきりも

う出してもいいと思うんです。ですから、今回の通知を受けて、それをしっかりと報

告すること。できたら学校にもきちんと校長先生等にも連絡して、それを実践してい

ただくという形がいいかなというふうに思っています。 

 ただちょっと一つ問題なのは、そうするとマスクを忘れてくる子供がいると思いま

す。それどうするかというのはちょっと出てきますけど、それは学校に予備があれば、

それを活用してあげるとかいう形でいけばいいかなと思いますので、西宮市としては

マスクをきっちり外せるところは外すということでいきたいなというふうに思ってい

ます。 

 ただちょっと気になったのは、先週土日と、市外やいろんなところへ行っていたん 

ですけど、ほとんどマスクを外している人がいないんです。大阪の真ん中でもどこも

みんなマスクをしてますんで。マスク外して何かしただけでもじろっと見られますの

で、周りが変わらないといけません。学校の通学路は大丈夫だと思うんです。後は一



 

－26－ 

般生活になったときに、どうかなというのはあります。さっき言われたように、もう

本当に文化になってしまっているので、ちょっとそこも一緒にやっていかなきゃいけ

ないのかなと。ただ西宮の子供たちがそういうふうに率先してやっていけば、多分周

りも変わってくるかなと思いますので、それは推進していきたいと思います。本当に

ありがとうございます。 

○石井市長  ではこのア、イまでは一区切りしたいと思います。 

 それでは次に、ウ「ＩＣＴの活用状況について」、お願いをいたします。 

○事務局  失礼いたします。 

 ＩＣＴ活用状況について、御報告いたします。 

 １つ目、情報発信の取組でございます。 

 学校からの情報発信の取組状況です。コロナ禍におきまして、学級閉鎖等が発生し

た際に、家庭へ迅速に連絡することで、不安を取り除き、落ち着いて御対応いただく

ことができます。 

 家庭への連絡手段としては、まずこれまでどおり、主に警報等の緊急時に利用して

いた一斉メール配信サービスが中心となっております。 

 次に、活用される情報発信のツールは、学校のホームページでございます。 

 こちらは、令和４年１月、今年の１月にリニューアルされております。リニューア

ルに伴いまして、これまで課題となっておりましたスマートフォンで閲覧しますと、

デザインが崩れて見にくいといったことが解消されまして、保護者が自宅以外どこで

も手軽に確認できるようになっております。また、パスワードをかけて閲覧制限をす

ることができるページというのを、それまでは学校で一つしか設置することができま

せんでした。今回のリニューアルによって、複数そのページを設置することができる

ようになりました。これによって、学年、学級ごとなど、情報を届ける相手をより絞

り込めるために、ターゲットを絞って情報提供をして、きめ細やかな情報発信が可能

となっております。 
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 ２つ目、児童生徒への学びの保障でございます。学びの保障の状況を御説明させて

いただきます。 

 コロナウイルス感染拡大の第６波に当たる令和３年度３学期に学級閉鎖となった際

には、全校でオンライン学活やデジタルドリルを活用するなど、インターネット環境

を利用して学習保障をすることができました。 

 また、児童生徒が陽性となったり、濃厚接触となって登校ができなくなった際にも、

インターネット環境を利用して、学習保障を今までどおり行っております。 

 一方、教室に児童生徒がいる状況で授業を配信する、いわゆる授業のライブ配信に

つきましては、教室内の児童生徒や出席停止となった児童生徒の画面の映り込みに対

する配慮が必要といったようなことで、様々な制約がございましたので、難易度は少

し高くなるために、実施していた学校は限られておりました。 

 令和４年度に入って、学級閉鎖も出席停止措置となる児童生徒も依然発生しており

ますけれども、対応が可能な学年についてはすぐにでもインターネットを利用した学

習保障を行っております。とりわけ難易度が高い授業ライブ配信につきましては、こ

ちらグラフにお示ししましたとおり、前年度の知見を生かしまして、取組を開始して

いる学校が令和４年度に入って増えてきております。 

 ３つ目、コロナ禍における校務の効率化についてでございます。 

 これまでもＩＣＴを利用した校務の効率化の取組は様々に行ってまいりました。 

 今回、特にコロナ禍によって導入されたツールとして、欠席連絡システムを紹介い

たします。 

 主に、小学校の場合、欠席を学校知らせる際には、連絡帳を保護者、もしくは近所

の児童が学校に届けることになっていました。しかしながら、コロナ禍におきまして、

人と人の接触機会を減らす必要が出てまいりましたために、欠席連絡について、ＩＣ

Ｔ環境を利用したいというニーズが保護者及び学校から上がってきたために導入いた

しました。欠席連絡システムのツールを導入し、接触機会を減らすことという目的も
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達成できましたけれども、それ以外にも朝の電話連絡が減ったとか、それから欠席状

況がそれぞれの教員のパソコンからリアルタイムで確認できるといったような、校務

の効率化の部分も図ることができたと思っております。 

 また、保護者からも通勤時間中の連絡というのが可能になり、利便性が上がったな

どの評価を受けております。 

 今年度、令和４年度より、中学校にも導入が開始されております。 

 また、教員が集まる状況を避けるために、校内の朝の打ち合わせをオンライン会議

ツール、Ｔｅａｍｓを利用して、情報共有をする形に運用を変更した学校も出てまい

りました。 

 そのほか、教科の担当者会など、市内の教員が集まる会合、もしくは研修なども、

オンライン会議ツールを活用する形に運用を変更することが増えてまいりました。 

 その結果、学校から離れることなく、会合に参加できたことで、移動時間が短縮さ

れるなど、今までとは研修や会合の在り方が変わることでの効率化ということも実現

されております。 

 ＩＣＴ活用の状況については、以上でございます。 

○石井市長  それでは、これについて御意見、御質問等というようなことで、また

いきたいと思いますが、これについて取り上げた趣旨は、予算をつけて、そしてホー

ムページを新たによりよくしたというようなことの成果が出ているか。それから欠席

連絡システムをわざわざソフトを買ってやったわけですからそうしたことを。さらに

タブレットですね、できているところとできてないところに関しての様々な具合もあ

ったものでございますから、システムの現状を確認したというようなことでございま

す。 

 確認、質問、御意見など、また山本さんからお願いいたします。 

○山本教育委員  タブレット等が入って１年３か月が過ぎました。今これに関して

２つのことを思っています。１つはタブレットの活用状況ということです。学校内で
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の活用状況と、学校家庭間の活用状況の実態がどうなのかということですが、もっと

言うと、学校間の使い方の差ですね。そういうものが縮まっているのか、もうなくな

っているのかということがこの時期では大切なことだと思います。 

 さっき言ったように活用状況というのは、学校内でどういう活用をしているのか。

それから学校と家庭間でどう活用しているのかということです。学校ごとの実態、そ

の辺の情報は把握されているということで、今のお話の中では、学校と家庭間で、学

級閉鎖とか出停の子がいる場合のインターネット配信使った取組は、９０％とか８

０％ということです。これすごく高い数字が出ているんですけれども、そのことで一

つ、学校間の差というんですか、そういうものはどういうふうになってきているのか。

どういうふうに認識されているのか、お聞きしたいです。 

○石井市長  お願いします。 

○事務局  失礼します。 

 学校間の差というのは、コロナの関係の学級閉鎖という意味においては、もう全校

全てできるようになったっていうところは一定クリアしているかなと思うんですけれ

ども、やっぱりその後の、例えば学校に来ている状態の子も来てない状態の子もいる

ような中での使い方というのは、まだまだちょっとどうしても学校間で差が出てきて

いるというのは、実態としてはある程度認識しております。 

 以上です。 

○山本教育委員  その辺の各学校の実態というのは把握されているということです

ね。 

○事務局  全てを詳しく知っているわけじゃないんですけれども、大体の傾向はこ

ちらである程度は見ているところでございます。 

○山本教育委員  今でも１校か２校、毎日学級閉鎖が出ています。そこに関しては、

Ｔｅａｍｓとかを使って、朝の会、終わりの会で、出席の確認をしながら、加えて授

業としてのコマ数が入っている、そういう形の使い方がされているのでしょうか。 
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○事務局  学年に応じてだとは思うんですけれども、授業としてはめ込んでいける

ような学校もあると思うんですけれども、やはり朝の会をやって、終わりの会やって、

課題提示というような形で運用されている学校もあると認識しております。 

○山本教育委員  ありがとうございます。 

 お話を聞いて、家庭と学校間の活用というのはかなりされてきているということは

わかりました。 

 個人的には、学級閉鎖の５日間で、朝の会と終わりの会だけでなく、そこにオンデ

マンド型や対面型のものが、授業としての形で、例えば３０分が３コマとか、そうい

うものがちょっとでも増えてくるといいと思っています。 

 それからあと１つは使い手の声を聞くということです。学校にきっちりこういうも

のを使うという働きかけや指導をすると同時に、１年３か月たって、使い勝手はどう

かということを、集約して改善に生かすという取組もすごく大切だと思います。これ

については既に昨年１２月でしたか、アンケートを取られて、精力的なことをされて

いますので、とてもいいなと思います。改善については費用のこともあり、そう簡単

にはいかないと思いますが、改善にちょっとでも生かすような、取組を続けてほしい

と思います。 

 先日もある学校で社会科の授業を見ました。６年生の歴史の授業でした。まずグー

グルアースを使って仁徳天皇陵を空撮でとらえ、続いて、ストリートビューで人の目

の高さからとらえていくというものでした。これは、インターネットを使った新しい

発想だと思います。こういう積極的な取組をしている学校がたくさん増えているのだ

と思います。 

 以上です。 

○石井市長  では続いて、今のいいですね。今の御意見として。 

 では次、長岡さん、お願いします。 

○長岡教育委員  ＩＣＴの活用について今御報告を受けて、総じてメリットとして
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は効率的になったというところが大きいんだと思います。一斉メールを配信してとか、

移動することなく遠隔で会議ができてっていうところは、とてもうまく機能させてい

ただいているなと思って聞いていました。 

 その一方で、この西宮市がということではないんですけれども、私も授業をしてい

て感じるんですが、このオンラインのデメリットはやっぱり体験できない、経験でき

ないっていうところで、これは自分自身が体験できない、経験できないっていうこと

だけではなくて、例えば経験者とか先輩がやっていることを見ることができない。や

っぱりそういう人たちの背中を見て覚えるっていうことって、どんな社会でもあると

思うんですけれども、そういったことも減ってきているなっていう気がしていて、そ

ういうデメリットがやはりこのオンラインにはあるのかなっていうことを感じていま

す。 

 ライブ授業が増えてきていると。学びの保障、またここも充実させていただいてい

るということなんですけれども、これもとても望ましいことでいいと思うんですが、

量はこれで増えていった、数は増えていったと思うんですけど、次のステップは、こ

の質をどう高めていくのかということだと思います。今、私が話ししたことに少し関

連するのかもしれないんですけれども、ではこのオンラインで、今の経験とか体験に

代わるようなこととか、よりリアルに子供たちにわくわくさせるっていうような、本

当に教室で授業を見ているかのように、どこまでできるか分からないんですけれども、   

そういったライブ配信の授業が増えたっていうことの次がやはりその中身、質をどう

高めていくかっていうところが、私も含めてなんですけれども、課題なのかなという

ふうに聞いていました。 

 以上です。 

○石井市長  こちらは御意見ということで。はい、ありがとうございます。 

 側垣さん、よろしくお願いいたします。 

○側垣教育委員  ありがとうございます。 
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 私も山本委員が質問された、活用状況ですね。そこで学校でも少し差はあるという

ふうなこと、学校は大体平均化されているのかな。このＧＩＧＡスクール構想のその

タブレット導入の議論の中で、私もすごく危惧していたのは、家庭によってそういう

環境の差が生じることがないのかということと、一体そのあたりの格差がどうなって

いるのかなというところがすごくずっと続けて気になっています。家庭の中で子供た、

ちが普通の定番の宿題でもそうなんですけれども、例えば仮にタブレットの課題が出

たときに、Ｗｉ－Ｆｉ環境であったり、それから保護者との関わりの中で、ゆっくり

したその環境の中でタブレット操作ができているのかどうかとか、そのあたりがすご

くだんだんだんだん年を経るごとにそういう格差が同じように出てくるのではないか

なというふうに、そこら辺を危惧しているんです。その点について、やはり現状実態

把握と、もしそこでそういうものが出そうになっている場合には、そこをどうサポー

トしていくのか。これはただ、このＩＣＴの問題だけではなくて、先ほど私が発言し

たことにも重なってきますけれども、家庭とどうつながるかというとこら辺も課題と

いうように思うので、個別の家庭へのサポートをどのような形でできるのかというこ

とを工夫していっていただきたいなというのが私からのお願いなんです。 

 もう一つ、長岡委員もおっしゃいましたけど、これも最初に私が申し上げた件と関

連があるんですけれども、子供たちの具体的な実際の体験をどう保障していくのかと

いう、こういう新しいシステムができてきたわけですから、以前よりもより特徴的な

工夫した体験活動であったり、コミュニケーションの活動であったり、そういうもの

が今後検討されるべきかなと。今までと同じような形で考えるべきではないのかなと

いうふうに思います。 

 私も小さい子供たちと関わっているので、そのあたりがすごく今本当に先ほどの議

論の中に気になっていまして、マスクの話を聞いていたときも、いつ乳児クラスで外

すとか、子供たちはしていないです。大人とのコミュニケーションで、大人のほうは

いつ外そうかということを今すごく思案しているところなので、そういう意味で人間
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の活動として、学習活動もあるわけですから、そういうところにも視点を当てて進め

ていっていただきたいなというふうに思っています。 

 以上です。 

○石井市長  家庭環境における差のところで、貸出しのＷｉ－Ｆｉは、要するに長

期休校になったときに貸し出すということだけれども、そうでなくて、日々のところ

はうちにＷｉ－Ｆｉがある子とない子で差が出ないように、だからマイクロソフトの

ウィンドウズにしたいというので高い機械を買ったという、そういう私の認識ですけ

れども、その部分については家庭の状況において、そうした経済環境の差ですとか、

家庭環境の差が顕在化しているというような認識、現状認識とか、対応策とかあるん

ですか。 

○事務局  失礼します。日々の環境で使ってらっしゃるっていうところに関しては、

今市長が申し上げたとおりで、オンラインを必須としない環境を構築はさせていただ

いております。なので、そこに対して何か意見があるっていうことは、今のところ私

は聞いていないし、オンラインって言いながらもオフラインで使えるという設定をし

たりとかしておりますので、そこは一定保障できているのかなというところはありま

す。 

 やはりネットワークの環境というのはずっとそのインフラの部分でございますので、

担当としてはやはりずっと懸念としては持ち続けているところではあるんですけれど

も、どうしても予算のかかる話になってしまいますので、慎重な検討が必要なのかな

というふうに思っております。 

 以上です。 

○石井市長  ですから、基本的には今、今後もちろんそうした経済的な差、家庭環

境が手を差し伸べる必要がある家庭に対して、ＩＣＴの面で必要であれば当然やって

いくんでしょうけれども、現状そうならないようなシステム環境をもともとから整備

をし、長期の折にはそうしたＷｉ－Ｆｉを貸しての中でですので、今のところ大丈夫
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のはずという、そういう認識でおります。 

 どうぞ。 

○側垣教育委員  確かに、私たち大人よりも子供たちのほうが達者なので、すぐ適

応している。私たちの施設で生活している子供たちもそれはすぐにやっていますし、

ただそこについて大人がこれ質問されても、ちょっとよく分からんわみたいなね、そ

ういうふうな苦労みたいなのはあるというふうには聞いていますけども、ただやっぱ

り今後そういう課題があるということも認識しながら、抜け落ちる子供たちがいない

ような対応を進めていただきたいなというふうにお願いしたいというふうに思います。 

○石井市長  ありがとうございます。 

 藤原さん、お願いします。 

○藤原教育委員  はい、藤原です。 

 タブレットについては、子供たちはしっかり活用しているというふうな印象を受け

ております。 

 昨日だったかな、何か宿題、タブレットでやる宿題、理科の宿題、調べ物か何かの

宿題で、その日のうちにやらなくてはいけないというものがあったそうです。それを

うちの子供はいよいよ寝ようかという時間になって、実はやらなくちゃいけなかった。

翌日やったらいいやと思っていたけれども、それじゃ駄目だということにちょっとう

ちの子はとろいのか、寝る前になって気がついて、そこから始めたということがあり

ましたけれども、それも別に私が、親が見ずとも自分でやって、何かしらやっていた

ようであります。 

 長岡委員がまとめてくださったように、そのメリットとデメリット、メリットは効

率的、デメリットは体験できないというところで整理してくださったんですけれども、

これがずばりその子供と大人、大人っていうのは保護者であり教員でありっていうと

ころなんですけれども、どちらにその重点を置くかというところで分かれるのかなと

いうふうに思います。大人はやっぱり体験よりは効率を重視したいというところが大
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きいでしょうから、このＩＣＴ機器をつかうことによって、教員の先生方の仕事の効

率アップ、働き方改革につながるんであれば、それはどんどん活用すべきであるし、

保護者の利便性も上がると思います。ただやっぱり子供は効率よりは体験のほうを重

視すべきっていうところは、論を待たないところであると思いますので、あくまでこ

のＩＣＴというのは活用はすべきだけれども、これによっかかるわけではなく、補完

的な位置づけになってくるのかなというふうには感じるところであります。 

 以上です。 

○石井市長  はい、御意見ということで。 

 では、おおむねここで今現状を共有したというところでございますので、特段お二

人の次長ないし副市長、政策局長は特になければ現状ということでいいですね。 

 それでは、私から申し上げて、最後に教育長に聞き、まとめていきたいと思います。 

 まずは新たなツールを活用して、合理的にできているところは結構だということで

あろうと思います。それはどんどん進めていってもらえればと思います。 

 それからあと、学びの保障ということで、おおむね９割の学校ができているという

ことですが、ただこれは保護者の希望としては１０割、１００％になってもらいたい

ということでありますので、ちょっとできていないところ、立ち上がりが遅いところ

についてはまた教育委員会の後押しをよろしくお願いします。 

 その上で、今の時点はこれで結構です。結構ですが、改めて教育委員会にお願いを

しておきたいのが、今後３年、４年ぐらい先に、機種をやり替えるとき、それから国

の補助がつかずに、市の頑張りが求められるタイミングで、実際同じ機械を同じよう

に更新するのかどうかというタイミングがやってまいります。同時に合わせて申しま

すと、私が常々申し上げていることは、授業のだだ流しをすることがタブレットをば

らまいた最大の目的では全然なく、学びの個別化であり、データの蓄積による子供に

対して最適な環境を提供するというのが第一であります。ですから、私は本当は１人

１台じゃなくて、１人１アカウントでいいんじゃないかと、本当に思っておりますし、
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その上でわざわざマイクロソフト、ウィンドウズというのは教員が求める理想の姿で

やったわけですが、お隣ではクロームブックやっているところもあるし、ｉＰａｄを

やっているところもあると。そういうような中で、次の機種は、逆に汎用品が一番安

いのかもしれませんけど、民間の塾会社などが教育用に特化したタブレットをすぐに

作っています。そういう意味では、西宮だけということはないでしょうけども、いろ

んな可能性があるわけですね。１アカウントってなると、財政的には一番ハッピーで

すけども、だからそんないろんな可能性を見る上で今の活用状況、同じものを同じよ

うに買い与えるというようなことが３年後に自動的に出るんじゃなくて、いろんな可

能性があるよということはぜひちょっと頭に置いて、私もほかの首長なりとよく会話

をしたいと思いますので、本質的なＩＣＴを使った学びについて、一緒に研究を深め

ていければなと思っております。今のところは、今日のところはこれでいいのかなと

思います。 

 あと、長岡さんがおっしゃった体験のところももちろん重要でありますので、そう

したことを意識して、前段の教育活動、保健活動をやってもらいたいんですが、一方

でＩＣＴならではの仁徳天皇陵の話なんかは、逆にＩＣＴだから疑似体験っていうよ

うなこともできるわけで、そのようなこともうまくやってもらえればなと思います。 

 ではこの点について、教育長から御所見、ＩＣＴの部分についていただけますか。 

○重松教育長  コンピュータ等については、私も市長と同じような考え方を持って

います。なぜかというと、例えば人間が絵を描き始めて、それから言葉を話し始めて、

その次に文字になって、それが今こういうようなコンピュータでつながっているわけ

ですけれども、それぞれの長い歴史の中でいったら、例えば言葉から文字になるまで、

これすぐ文字になったと思ったら大間違いで、本当に活版印刷ができて、本ができて、

初めてそんな形になったわけです。それまではそれぞれ人類というのは言葉が全部違

っていたので、それがある意味で文法的になって話すようになった経緯があって、今

世界中で言葉として通訳ができてやっているわけです。その意味でいうと、多分この
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コンピュータも今こういうふうになっていますけど、使い方を間違うと、このコンピ

ュータ自体に使われてしまうということを言われています。なぜかというと、もとも

とコンピュータには２つの意味があって、１つはそこで何かを考えさせるというか、

データを分析するという役割が１つあります。もう１つは、このコンピュータを使っ

て、いろんな情報を全部そこへ入れ込むことによって、情報を取ることができる。ま

たは人とつながれて、電話と同じような機能ができる。この２つが大きくあったと思

います。そうすると、このコンピュータ使うのに、今の考え方だと、学校の先生のめ

ちゃくちゃうまい授業を取ってきて、その授業を塾みたいに、そこを全部流したらい

いじゃないかというふうになってしまったら、一体学校って何なんですかと。ですか

ら最近言われているのは、コロナが拡大して初めはオンラインに大学がなったとき、

授業をするとき、本当にオンラインでいいんかな、人と人とのつながりがないからと

言っていたのに、それに２年間で慣れてしまったら、今度は対面で授業しますとなり

ました。すると、人と人とつながるんか、どんなになるんかって、非常に不安で大学

へ行きたくないというのが、今非常に出てきていまして、途中で中退した人も非常な

数、２，０００何人という、３，０００人近い人が出てきています。それでいくと、

結局コンピュータはあくまでも使うんであって、使われたらどうにもならないという

のが、私自身非常に恐怖と感じるんです。ですから携帯があって、いろんなデータが

取れる。人とやり取りするけど、いろんな情報が流れて、これ本当なのかうそなのか、

全然判断しないでやったらとんでもないことになるし、また人としての出会いでも、

勝手にどこかに呼ばれて行って、どこかで誘拐されたなんていうことも出てきていま

すので、そう考えるとやっぱりコンピュータは使うものであって、子供たちが使える、

先生たちも使えるということが非常に大事なんだなというふうに思っています。です

から今回こういうふうに導入されてやっていますけど、やはりここでこんないい面も

あるけど悪い面もあるということもしっかり把握しながらやっていかないといけない

のではないでしょうか。アメリカなんかでももう本当にずっと全部コンピュータでや
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っている授業もあれば、そうでなくて、あるところは全然使わない。もう普通の対面

授業をやっているところもあります。特にそのコンピュータ関係の機能が集まってい

るシリコンバレーなどのところはそういうふうなことをやってますんで、そういう状

況も見ながら、あくまでも有効に使うんだと。そこでそれは有用なことになるのでは

ないでしょうか。情報を集めたり、いろんなことで、さっき言った体験もできたり、

疑似体験もできますので、その辺のことを理解してこのコンピュータ使うんだという

ことを根本的に抑えて使いたいです。これは前から言われていることなんですが、今

回全国の小学校とか中学校で全部１人１台持ちましたので、画期的なことなんでしょ

うけど、そのことには急激に進んだんで、果たしてこれがどんな効果があるのかなと

いうのは非常に感じます。ですから今回の件でも、デジタル教科書についてもこれで

でいいのか悪いのかという問題も起こってます。いろんな状況を見ながら、あくまで

も先生と子供の間の授業がきちんと対面でできて、その中で情報が取れてということ

にやっていくのが非常に大事なことです。そして、その中でさらに授業として、自分

自身で調べたりする個別学習もできるという特徴があるので、そのよさを伸ばすよう

にやっていくことが非常に大事だなと思っています。西宮では、今回このコンピュー

タに関するスタートパッケージを作っていますので、そこを活用して、それでお互い

交流しながら、一番有効な使い方ができるようになれたらいいかなと思います。今後

は、そこへ力を入れていきたいと思っていますし、その結果、先ほど市長が言われた

ように、いや、これだけあればもう十分でしょう、そういう機種に替えることは十分

できると思いますので、その活用の仕方を考えていきたいなと思います。 

 以上です。 

○石井市長  はい、ありがとうございました。 

 それでは、今日の議題は以上ということでございますが、いつもであれば意見の整

理、確認ということですけど、それぞれのところで確認いたしましたので、重ねて確

認をすることはいたしませんが、総じていいますと、コロナということによって失わ
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れた２年間、それから子供たちに大変大人として恐縮な部分も含んだ２年間、そうし

たようなことを作ってしまいました。ですからこれを一つ一つ改善、回答していく部

分はしていくと。一方で、粛々と２年前、３年前に戻すということだけじゃなくて、

合理的にすべきところはしていくというところであります。 

 それと、コロナのある意味副作用というか、それでＩＣＴが一気にこれだけ進んだ

と。これはＩＣＴありきでなくて、そのいいところをしっかりと我々が使い切ると。

無理にＩＣＴを使うことが目的化としても意味がありませんので、そうしたことでや

っていくというようなことでいきたいと思います。 

 以上、簡単でありますが、私のまとめとさせていただきます。 

 それでは、本日予定していた議事は以上とさせていただきます。 

 教育長、先ほどお話しいただきましたが、最後にいいですか。最後に一言、どうぞ。 

○重松教育長  このウィズコロナという状態になっていますけど、本当にいい議論

ができたかなと思っています。そういうことを土台にして、子供たち、本当に成長し

て、西宮で暮らしてよかったよなと、そういう子供たちになれるように頑張っていき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○石井市長  はい、ありがとうございました。 

 それでは、以上、終わります。 

閉会 午後３時１０分 

 


